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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 662,424 5.4 173,798 4.2 192,129 5.8 130,829 3.5

2026年３月期第１四半期 628,549 5.1 166,803 △12.7 181,621 △17.4 126,428 △12.2

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 197,408百万円（－％） 2026年３月期第１四半期 △6,468百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 ％ 円 銭 ％

2027年３月期第１四半期 70.39 5.9 70.24 5.7

2026年３月期第１四半期 66.48 △7.9 66.45 △7.9

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期第１四半期 5,762,953 4,744,783 79.0 2,447.41

2026年３月期 5,661,907 4,643,307 78.7 2,400.39

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 4,551,431百万円 2026年３月期 4,456,833百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 53.00 － 53.00 106.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 58.00 － 58.00 116.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 ％
通期 2,700,000 4.9 700,000 10.2 770,000 8.7 525,000 10.7 286.00 13.2

当資料に記載の業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手している情報による判断及び仮定に基づいた記述であ
り、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績等は、様々な要素によりこれら業績見通し等とは大きく異なる結
果となり得ることをご承知おき下さい。実際の業績等に影響を与え得る重要な要素には、当社及び当社グループ会社
の事業領域をとりまく経済情勢、市場の動向、対米ドルをはじめとする円の為替レートなどが含まれます。ただし、
業績等に影響を与え得る要素はこれらに限定されるものではありません。

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日） （百万円未満切捨て）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 1,984,995,865株 2026年３月期 1,984,995,865株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 125,301,104株 2026年３月期 128,283,489株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 1,858,682,481株 2026年３月期１Ｑ 1,901,895,111株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更          ：有

②  ①以外の会計方針の変更                        ：無

③  会計上の見積りの変更                          ：無

④  修正再表示                                    ：無

（注）詳細は、添付資料15 頁「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧下さい。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）
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（億円） （ご参考）

２０２６年３月期
第１四半期

(４月～６月)

２０２７年３月期
第１四半期

(４月～６月)
増　減

2026年3月期
第４四半期

(１月～３月)

売 上 高 6,285 6,624
(5%)

339
6,399

営 業 利 益 1,668 1,737
(4%)

69
1,371

経 常 利 益 1,816 1,921
(6%)

105
1,508

親 会 社 株 主 に

帰 属 す る 純 利 益 1,264 1,308
(3%)

44
901

売上高営業利益率 26.5％ 26.2％ 0ポイント

売 上 高 純 利 益 率 20.1％ 19.8％ 0ポイント

ＲＯＩＣ（年換算） 16.0％ 15.0％ △1ポイント

ＲＯＥ（年換算） 11.5％ 11.6％ 0ポイント

１株当たり純利益 66円 70円
(6%)

4円

(注) ＲＯＩＣ（投下資本利益率） ＝
税引後営業利益

純資産 + 有利子負債 - 手持資金

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績等の概況

　① 経営成績に関する説明

　当第１四半期（2026年４月１日～2026年６月30日）における世界経済は、米国が

底堅く成長を続けたものの、米国・イスラエルとイラン間の衝突が引き続き懸念材

料になっています。原油と石油製品の価格動向とそれが経済に及ぼす影響に注意を

怠れない状況が続きました。欧州が緩やかな回復を見せましたが、中国は内需が減

速し、需給不均衡の要因となりました。その一方で、ＡＩの技術開発が加速的に進

むとともに、ＡＩ仕様のデータセンターとそれを支えるインフラへ巨額な投資が進

展しました。

　そのような情況の中にあって当社は、顧客との意思疎通を密に保ち、求められる

品質の製品を安定供給し、機敏な販売を遂行しました。その結果、前年同期に対し

営業利益は４％増、経常利益は６％増、１株当たり純利益は６％の増益を達成しま

した。事業の成長と業績の伸長に一段と力を注いでいきます。そのためにも、顧客

にとって価値ある製品の開発を急ぎ、かつ顧客と市場からの要望・需要に適時に応

えられるよう、中長期の展望を持って投資を積極的に実施していきます。顧客が作

ろうとするものを作れるよう、素材技術革新とプロセスソリューションにより一層

注力します。

　当第１四半期の業績は、次のとおりです。

ＲＯＥは自己資本純利益率。
ＲＯＩＣ、ＲＯＥの年換算は、それぞれ第１四半期の税引後営業利益、親会社株主に帰属す
る純利益を４倍して算出しています。

※本資料において億円単位で記載している金額は、億円未満を切捨てにより表示しています。
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（億円）

売  上  高 営 業 利 益

2025年

４月～６月

2026年

４月～６月
増　減

2025年

４月～６月

2026年

４月～６月
増　減

電 子 材 料 2,402 2,792
(16%)

390
831 1,019

(23%)

188

生 活 環 境
基 盤 材 料 2,444 2,277

(△7%)

△167
528 348

(△34%)

△180

機 能 材 料 1,100 1,182
(7%)

82
240 288

(20%)

48

加 工 ・ 商 事
・技術サービス

339 371
(10%)

32
71 76

(8%)

5

合 計 6,285 6,624
(5%)

339
1,668 1,737

(4%)

69

   セグメント別売上高と営業利益
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2025年

４月～６月

2026年

４月～６月
増減率

(億円) (億円) (％)

売 上 高 2,402 2,792 16

営 業 利 益 831 1,019 23

電子材料事業

　半導体市場は、ＡＩ関連分野が引き続き活況を呈し、それ以外の分野の需要も

上向いてきました。そのような動向を捉えて、増量と価格修正に取り組み、シリ

コンウエハー、フォトレジスト、マスクブランクスほかの半導体材料の売上を伸

ばしました。

・　ＡＩ経済圏の形成を支える供給態勢の強化・拡充

・　シリコンウエハーほか必要な投資を支える価格政策

・　磁性材料の原料対策の推進
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2025年

４月～６月

2026年

４月～６月
増減率

(億円) (億円) (％)

売 上 高 2,444 2,277 △7

営 業 利 益 528 348 △34

生活環境基盤材料事業

　塩化ビニルに関しては、年初来からすべての市場で価格修正に取り組み、イラ

ン・中東での紛争に端を発した原料・エネルギー価格上昇を契機に、全製品の値

上げを推し進めました。しかしながら、５月後半アジアと周辺地域において、在

庫過多や需要減退から市況に変調が生じ、価格が下振れしだしました。か性ソー

ダは総じて、堅調に推移しました。

・　需要動向に機敏に対応
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2025年

４月～６月

2026年

４月～６月
増減率

(億円) (億円) (％)

売 上 高 1,100 1,182 7

営 業 利 益 240 288 20

機能材料事業

　当社の強みを生かせる高付加価値品群の伸長が軌道に乗り、それが収益改善に

つながりました。

・　珪素化学を核とした機能と製品の多角化

・　ＡＩ経済圏の形成と進展を支える供給態勢の強化・拡充

・　製剤用セルロース製品の拡充

・　値上げの完結
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2025年

４月～６月

2026年

４月～６月
増減率

(億円) (億円) (％)

売 上 高 339 371 10

営 業 利 益 71 76 8

加工・商事・技術サービス事業

　半導体ウエハー関連容器の需要が堅調に推移し、自動車関連のシリコーン成型

品が伸びました。

・　ＡＩ経済圏の形成と進展を支える供給態勢の強化・拡充
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　② 財政状態に関する説明

当第１四半期末の総資産は、前会計年度末に比べ1,010億円増加し、５兆7,629

億円となりました。この増加は、主に円安に伴い在外連結子会社資産の円換算額

が増加したことによります。

負債は、前会計年度末に比べ５億円減少し、１兆181億円となりました。

純資産は、前会計年度末に比べ1,014億円増加し、４兆7,447億円となりまし

た。この増加の内容は、親会社株主に帰属する四半期純利益1,308億円、配当金

の支払い984億円、円安に伴う為替換算調整勘定の増加534億円などです。

信越化学工業(株)（4063）　2027年3月期　第1四半期決算短信

-8-



（億円）

2026年３月期

実　績
2027年３月期

予　想
増　減

売 上 高 25,739 27,000 5%

営 業 利 益 6,352 7,000 10%

経 常 利 益 7,082 7,700 9%
親 会 社 株 主 に
帰 属 す る 純 利 益 4,744 5,250 11%
１ 株 当 た り
純 利 益 253円 286円 13%

売 上 高 営 業 利 益 率 24.7% 25.9% 1ポイント

売 上 高 純 利 益 率 18.4% 19.4% 1ポイント

１ 株 当 た り
年 間 配 当 金 106円 116円 10円
ＤＯＥ（純資産配当率） 4.4% 4.7% 0ポイント

配 当 性 向 41.9% 40.6% △1ポイント

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　事業を取り巻く様々な変動要因とその振幅の可能性を踏まえると、通期の業績予想

は依然として容易ではありません。諸要素を慎重に計り、2027年３月期の業績を以下

の通りと予想します。引き続き事業業績の伸長に鋭意努めてまいります。

※当資料に記載の業績見通し等の将来に関する記述については、表紙「３．2027年３月期の連

結業績予想」に記載のとおりです。

　配当金につきましては、中間、期末共に１株当たり58円、年間で116円を予想していま

す。連結業績及び配当の予想は、本日別途「業績予想および配当予想に関するお知らせ」

においても開示しています。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,660,060 1,654,261

受取手形、売掛金及び契約資産 535,383 572,536

有価証券 7,035 1,842

棚卸資産 790,911 769,057

その他 126,156 156,850

貸倒引当金 △13,491 △10,971

流動資産合計 3,106,055 3,143,576

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 1,044,095 1,061,143

その他（純額） 1,109,192 1,148,354

有形固定資産合計 2,153,287 2,209,497

無形固定資産 34,695 34,012

投資その他の資産

投資その他の資産 372,487 380,572

貸倒引当金 △4,618 △4,705

投資その他の資産合計 367,868 375,866

固定資産合計 2,555,852 2,619,377

資産合計 5,661,907 5,762,953

２．四半期連結財務諸表及び主な注記
（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 176,399 168,013

短期借入金 6,929 23,999

引当金 6,727 5,613

その他 332,575 318,340

流動負債合計 522,631 515,967

固定負債

長期借入金 236,366 236,368

退職給付に係る負債 25,966 26,216

その他 233,637 239,617

固定負債合計 495,969 502,202

負債合計 1,018,600 1,018,170

純資産の部

株主資本

資本金 119,419 119,419

資本剰余金 126,256 126,247

利益剰余金 4,022,591 4,043,163

自己株式 △612,696 △598,452

株主資本合計 3,655,570 3,690,378

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 42,390 50,696

繰延ヘッジ損益 △997 △1,684

為替換算調整勘定 749,285 802,696

退職給付に係る調整累計額 10,584 9,344

その他の包括利益累計額合計 801,262 861,052

新株予約権 7,596 7,168

非支配株主持分 178,877 186,183

純資産合計 4,643,307 4,744,783

負債純資産合計 5,661,907 5,762,953
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年６月30日)

売上高 628,549 662,424

売上原価 402,717 432,591

売上総利益 225,831 229,833

販売費及び一般管理費 59,027 56,034

営業利益 166,803 173,798

営業外収益

受取利息 17,358 14,792

その他 4,302 8,086

営業外収益合計 21,661 22,878

営業外費用 6,843 4,547

経常利益 181,621 192,129

特別利益

投資有価証券売却益 2,924 2,271

特別利益合計 2,924 2,271

税金等調整前四半期純利益 184,546 194,401

法人税、住民税及び事業税 47,191 53,695

法人税等調整額 2,691 3,601

法人税等合計 49,883 57,296

四半期純利益 134,662 137,104

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,233 6,275

親会社株主に帰属する四半期純利益 126,428 130,829

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年６月30日)

四半期純利益 134,662 137,104

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 816 8,414

繰延ヘッジ損益 1,168 △687

為替換算調整勘定 △141,132 53,928

退職給付に係る調整額 △1,254 △1,236

持分法適用会社に対する持分相当額 △729 △115

その他の包括利益合計 △141,131 60,304

四半期包括利益 △6,468 197,408

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △12,708 190,618

非支配株主に係る四半期包括利益 6,239 6,789

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）

四半期連結

損益計算書

計上額電子材料事業
生活環境基盤

材料事業
機能材料事業

加工・商事・

技術サービス

事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
279,271 227,798 118,203 37,151 662,424 - 662,424

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,650 1,180 3,762 38,897 45,491 (45,491) -

計 280,922 228,978 121,966 76,048 707,915 (45,491) 662,424

セグメント利益

（営業利益）
101,935 34,824 28,872 7,670 173,301 496 173,798

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）

四半期連結

損益計算書

計上額電子材料事業
生活環境基盤

材料事業
機能材料事業

加工・商事・

技術サービス

事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
240,229 244,400 110,013 33,904 628,549 - 628,549

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,226 1,105 2,950 36,112 41,394 (41,394) -

計 241,456 245,506 112,964 70,016 669,943 (41,394) 628,549

セグメント利益

（営業利益）
83,110 52,808 24,041 7,121 167,081 (278) 166,803

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント間取引消去によるものです。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

Ⅱ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント間取引消去によるものです。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（会計方針の変更に関する注記）

（期中財務諸表に関する会計基準等の適用）

　「期中財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第37号　2025年10月16日）

及び、「期中財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

34号　2025年10月16日）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用していま

す。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（金融商品会計に関する実務指針の適用）

　「金融商品会計に関する実務指針」（移管指針第９号　2025年３月11日）を当

第１四半期連結会計期間の期首から適用しています。これによる、四半期連結財

務諸表への影響はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日
至  2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2026年４月１日
至  2026年６月30日）

減価償却費 56,933百万円 57,152百万円

のれんの償却額 455 440

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

（ご参考）当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成して

いませんが、簡略的な方法による「キャッシュ・フローの概要」を21頁に記載して

います。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年７月24日

信越化学工業株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 剣持　宣昭

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 金澤　聡

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 川脇　哲也

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている信越化学工業株式会社の２０２６年４月１日から２０

２７年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２６年４月１日から２０２６年６月３０日まで）

及び第１四半期連結累計期間（２０２６年４月１日から２０２６年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名

古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥

当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい

る。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

並びに期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにあ

る。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した

内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４

条第１項並びに期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財

務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期決算

短信開示会社）が別途保管しています。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所及び株式会

社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公

正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用され

ている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起す

ること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して

限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項並びに期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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（億円）

2026年３月期
2027年
３月期

第１四半期

2025年

4-6月

第２四半期

2025年

7-9月

第３四半期

2025年

10-12月

第４四半期

2026年

1-3月

通期
第１四半期

2026年

4－6月

売上高 6,285 6,559 6,494 6,399 25,739 6,624

電子材料 2,402 2,560 2,540 2,654 10,157 2,792

生活環境
基盤材料 2,444 2,560 2,474 2,334 9,813 2,277

機能材料 1,100 1,106 1,131 1,070 4,408 1,182

加工・商事・
技術サービス 339 332 348 340 1,359 371

営業利益 1,668 1,671 1,640 1,371 6,352 1,737

電子材料 831 875 885 853 3,445 1,019

生活環境
基盤材料 528 495 439 185 1,648 348

機能材料 240 241 243 283 1,009 288

加工・商事・
技術サービス 71 65 75 61 273 76

経常利益 1,816 1,857 1,900 1,508 7,082 1,921

親会社株主に帰属する

当期純利益 1,264 1,314 1,264 901 4,744 1,308

研究開発費 182 190 182 222 778 170

海外売上高 4,903 5,182 5,130 5,023 20,240 5,067

連結売上高に
占める割合 78% 79% 79% 78% 79% 76%

(補足資料)

１．四半期業績の推移
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（億円）

2026年３月期
2027年
３月期

第１四半期

2025年

4-6月

第２四半期

2025年

7-9月

第３四半期

2025年

10-12月

第４四半期

2026年

1-3月

通期
第１四半期

2026年

4－6月

設備投資額 661 1,384 748 602 3,397 917

電子材料 335 1,052 366 369 2,123 448

生活環境
基盤材料 180 185 211 101 678 354

機能材料 124 136 168 130 560 95

加工・商事・
技術サービス 26 17 14 13 72 18

減価償却費 573 589 613 653 2,429 575

電子材料 256 274 273 291 1,095 253

生活環境
基盤材料 210 205 218 225 861 212

機能材料 90 93 103 115 403 95

加工・商事・
技術サービス 18 20 21 23 83 17

（億円）

2027年３月期
予　想

投 資 額 3,500

減 価 償 却 額 2,400

２．設備投資額と減価償却額　四半期推移　セグメント別実績及び年間予想
　　(無形固定資産を含む)

年間予想
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（億円）

２０２６年３月期
第１四半期
６月末

２０２７年３月期
第１四半期
６月末

２０２６年３月末

純 資 産 43,142 47,447 46,433

総 資 産 52,426 57,629 56,619

1 株 当 た り 純 資 産 2,211円 2,447円 2,400円

有 利 子 負 債 残 高 2,447 2,603 2,432

期 末 従 業 員 数 27,129人 27,852人 27,342人

為替レート：1-3月平均 152.6 156.9

（US$）4-6月平均 144.6 159.5

（億円）

2026年
３月末

2026年
６月末

前期末比
2026年
３月末

2026年
６月末

前期末比

内訳 内訳

海外子会社
換算レート差
による影響

実質増減
海外子会社
換算レート差
による影響

実質増減

流 動 資 産 31,060 31,435 375 385 △10 流 動 負 債 5,226 5,159 △67 27 △94

現 金 ・ 預 金 16,600 16,542 △58 284 △342
支 払 手 形

買 掛 金
1,763 1,680 △83 11 △94

受 取 手 形

売 掛 金
5,353 5,725 372 34 338 そ の 他 3,462 3,479 17 16 1

有 価 証 券 70 18 △52 0 △52 固 定 負 債 4,959 5,022 63 37 26

棚 卸 資 産 7,909 7,690 △219 54 △273 長 期 借 入 金 2,363 2,363 0 0 0

そ の 他 1,126 1,458 332 13 319 そ の 他 2,596 2,658 62 37 25

負 債 合 計 10,186 10,181 △5 64 △69

固 定 資 産 25,558 26,193 635 237 398 株 主 資 本 36,555 36,903 348 0 348

有 形 ・ 無 形

固 定 資 産
21,879 22,435 556 230 326

そ の 他 の 包 括

利 益 累 計 額
8,012 8,610 598 532 66

投資その他の

資 産
3,678 3,758 80 7 73

新 株 予 約 権

非支配株主持分
1,864 1,933 69 26 43

純 資 産 合 計 46,433 47,447 1,014 558 456

資 産 合 計 56,619 57,629 1,010 622 388
負 債 ・ 純 資 産

合 計
56,619 57,629 1,010 622 388

３．その他決算主要項目

(注)  1-3月平均の為替レートは、海外子会社の損益を連結する際に使用。

４．貸借対照表　前期末比増減の内訳

(注) 海外子会社換算レート差による影響について

　　　海外子会社貸借対照表の円換算は、海外子会社の決算期に合わせ、

　　　2026年３月期末においては、2025年12月末レートを使用。

　　　2027年３月期第１四半期末においては、2026年３月末レートを使用。

　　　2025年12月末レート：156.6円／＄　2026年３月末レート：159.9円／＄
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（億円）

２０２５年
４月～６月

２０２６年
４月～６月

増　減

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 974 1,307 333
税金等調整前純利益 1,845 1,944 99

法人税等の支払額 △896 △803 93
減価償却費 573 575 2
運転資本の増減額 △117 △151 △34
その他 △431 △257 174

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー △1,123 △1,580 △457
設備投資支出 △777 △905 △128

有価証券増減額 72 25 △47
定期預金の増減額 △342 △694 △352
その他 △76 △6 70

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー △2,856 △825 2,031
借入金増減額 2,282 170 △2,112

配当金支払額 △1,038 △984 54
自己株式取得額 △3,999 - 3,999
その他 △100 △12 88

Ⅳ　換算差額ほか △105 56 161

現金・現金同等物増減額 △3,112 △1,042 2,070

現金・現金同等物残高 5,715 4,578 △1,137
有利子負債残高 2,447 2,603 156

2018年
３月期

2019年
３月期

2020年
３月期

2021年
３月期

2022年
３月期

2023年
３月期

2024年
３月期

2025年
３月期

2026年
３月期

2027年
３月期

配当金
中間 13円 20円 22円 22円 30円 45円 50円 53円 53円 ※ 58円
年間 28円 40円 44円 50円 80円 100円 100円 106円 106円 ※ 116円

1株当たり
当期純利益 年間 125円 145円 151円 141円 241円 348円 259円 270円 253円 ※286円

配当性向 年間 22% 28% 29% 35% 33% 29% 38% 39% 42% ※41%

純資産
配当率

年間 2.7% 3.5% 3.6% 3.8% 5.4% 5.7% 4.9% 4.7% 4.4% ※4.7%

※ 予想

５.キャッシュ・フローの概要

（注）簡略的な方法により作成しています。

６.配当金の推移
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（億円）

電子材料
生活環境
基盤材料

機能材料
加工・商事・
技術サービス

連結

国内で
生産 1,864 272 694 252 3,083

２０２５年
４月～６月

海外で
生産 538 2,171 405 86 3,202

計 2,402 2,444 1,100 339 6,285

国内で
生産 2,201 253 764 283 3,503

２０２６年
４月～６月

海外で
生産 590 2,024 417 87 3,121

計 2,792 2,277 1,182 371 6,624

（億円）

日本

海外

計 連結米国 アジア・オセアニア 欧州 その他
うち、中国

２０２５年
４月～６月

22% 28% 33% 10% 9% 8% 78%

1,381 1,732 2,098 608 589 483 4,903 6,285

２０２６年
４月～６月

24% 24% 35% 10% 10% 7% 76%

1,557 1,606 2,314 654 672 473 5,067 6,624

ＵＳ＄ （円/$） ＥＵＲ （円/€）

３ヵ月

６ヵ月 １２ヵ月

３ヵ月

６ヵ月 １２ヵ月

１～６月 ４～９月
１～12月 ４～３月

１～６月 ４～９月
１～12月 ４～３月

７～12月 10～３月 ７～12月 10～３月

2025年

１～３月 152.6
148.6

149.7

160.5
162.2

169.0
４～６月 144.6

146.0

150.8

163.8
168.1

174.8
７～９月 147.5

150.8
172.3

175.9
10～12月 154.2

155.5
179.4

181.5

2026年
１～３月 156.9

158.2
183.7

184.5
４～６月 159.5 185.4

US$ EUR

2026年7月以降の会社想定レート 160円程度 180円程度

７．生産拠点別セグメント売上高

８．市場別売上高

（注）％は連結売上高に占める割合を示しています。

９．平均為替レートの推移

※１～３月平均為替レートは海外子会社の損益を連結する際に使用。
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